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1.組織の概要

〇 事業者名及び代表者名

丸善土木株式会社

代表取締役　 社長　　　伊藤　浩一

〇 所在地

本社 長野県松本市南原二丁目２０番４号

倉庫 同上

〇 環境管理責任者氏名及び連絡先

寺澤　佳美

連絡先 電話： ０２６３－２５－５５８５

FAX： ０２６３－２５－９２９８

〇 事業内容

建設業 許可番号 長野県知事　許可（特－３）　第３２１７号

許可業種 土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、

鋼構造物工事業、ほ装工事業、しゅんせつ工事業

塗装工事業、造園工事業、水道施設工事業

解体工事業

〇 事業の規模

設 立

資 本 金 ６,０００万円

売 上 高 ６０９百万円

従 業 員 18人

延床面積 本社 ２３０.４㎡

倉庫 １２６.０㎡

〇 事業年度

４月～３月

〇 認証・登録対象組織、活動

登録組織名 丸善土木株式会社

事業活動 土木、舗装、造園、とび・土工、解体工事

環境管理責任者

昭和46年12月25日



２．活動組織
（対象期間：2022年４月１日～2023年３月３１日）

１． 当社のＥＡ２１を運用するための組織を次の通りとする。

EA21事務局

２． 責任及び権限

１）代表者
① EA21に関する全ての責任と運用についての権限を持つ。
② EA21の実施及び管理に必要な資源を用意する。

（人的資源、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。）
③ 環境方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。
④ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。
⑤ 環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し、承認する。
⑥ 環境活動計画を確認し承認する。

２）環境管理責任者・EA21事務局
① EA21を構築し、実施し、管理する。
② 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの作成。
③ 「環境関連法規等の取りまとめ／遵守チェック表」の作成。　
④ 環境目標を設定し、環境活動計画を作成。
⑤ 環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。
⑥ 環境活動実績集計。
⑦ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
⑧ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。
⑨ 環境レポートの作成、公開

４）各部門長
① 自部門における環境方針の周知。
② 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。
③ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告｡
④ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。
⑤ 自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録。
⑥ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

５）全従業員
① 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
② 環境活動計画に従い、環境目標達成の為に活動する。

全従業員

代表取締役　社長

管理部　 部長

環境管理責任者

工事部 部長



３．環境経営方針

１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２．具体的な環境目標を定め、実施計画を立て、継続的改善に努めます。

3．環境経営の継続的改善を誓約します。

丸善土木株式会社
代表取締役　伊藤　浩一

                           

最終改定日：２０１９年３月２２日

丸善土木株式会社
環 境 経 営 方 針

①  電力、自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②  建設資材の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

④  事務用品等のグリーン調達にできる限り努めます

当社は、公共工事を主とした土木関連事業を通じて、地域社会に貢献することを

⑤  コピー用紙の削減

制定日：２０１３年１１月２２日

行　動　計　画

使命に事業活動を行っております。事業活動をする上で、深刻化する地球温暖化や、

今後予想される地下資源の枯渇への対応が重要と認識し、事業活動及び製品・サービス

における環境負荷の低減を図る為に、社員一丸となって、環境保全活動に取り組みます。

③  水資源の節水



４．環境経営目標及びその実績

基準値 今年度

過去３年度平均 2022年度 2023年度 2024年度

基準年比 99% 98% 97%
目標 84,633 83,779 82,924

実績 71,330 ― ―

電力使用量 基準年比 99% 98% 97%
目標 7,820 7,741 7,662

実績 7,056 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 770 762 755

実績 394 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 13,694 13,555 13,417

実績 12,680 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 16,424 16,258 16,092

実績 12,900 ― ―

基準年比

目標

実績 11 ― ―

建設現場の 基準年比

LPG使用量 目標

実績 990 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 180 177 176

実績 63 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 330,117 326,783 323,448

実績 1,797,566 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 300 297 294

実績 376 ― ―

基準年比 100% 100% 100%
目標 99,761 99,761 99,761

実績 40,083 ― ―

基準年比 99% 98% 97%
目標 46,365 45,896 45,428

実績 57,000 ― ―

0

グリーン購入の推進 円 99,761

ｋｇ－ＣＯ₂
7,899

灯油使用量 ℓ 778

産業廃棄物排出量 kg 333,452

LPG使用量 ｍ３ 0

ｋｇ

ＯＡ紙購入量

単位

二酸化炭素排出量

環境目標項目

ｋｇ－ＣＯ₂／年 85,488

事業系一般廃棄物
排出量

ｋｇ 181

枚 46,833

（中部電力２０１８年度

ＣＯ₂排出係数0.457ｋｇ－ＣＯ₂／ｋＷｈ）

総排水量 ㎥ 303

中長期目標

ガソリン使用量 ℓ 13,832

軽油使用量 ℓ 16,590

6/18



基準値 今年度

過去３年度平均 2021年度 2022年度 2023年度

基準年比 100% 100% 100%
目標 160 160 160

実績 222 ― ―

基準年比 40% 50% 60%
目標 40 0 0

実績 58 ― ―

中長期目標

技術力・能力向上 ユニット 160

％ 0管理体制の整備

環境目標項目 単位

7/18



５．環境経営活動計画

電力使用量削減 担当部署：管理部
1.不使用部屋消灯

　必要最小限の範囲のみ点灯し、使用していない範囲・部屋の電気は消灯する。

2.パソコン・プリンタ電源ＯＦＦ

　長時間使用しないパソコンの電源を切る。

3.省電力事務機器の導入

　省電力機器を導入することで、電気使用量の削減を図る。

4.エアコン

設定温度を管理する

使用目的 冷房 暖房
設定温度 ２８℃ ２０℃

5.フィルターの掃除

　清掃は２年に１度行う

6.省エネ電化製品の購入

　省エネルギーの電化製品を導入することで電気使用量の削減を図る。

灯油使用量の削減 担当部署：工事部
1.室温を下げる（２０℃設定）

　暖房燃料の消費量を抑え、ＣＯ2の削減を図る。

2.効率の高い暖房器具の購入

　効率の高い暖房器具を購入することにより暖房燃料の消費削減を図る。

3.熱を逃がさない対策を行う

　断熱シート等の設置を行い暖房燃料の削減を図る。

4.ウォームビズの推進

　ウォームビズの推進により暖房燃料の削減を図る。

ガソリン・軽油使用量の削減 担当部署：工事部
1.アイドリングストップ

　アイドリングストップを行うことで燃料の消費量を抑え、ＣＯ2の削減を図る。

2.急発進・急加速の禁止

　急発進・急加速を禁止する事で発進・加速時に消費される燃料消費量の削減を図る。

3.空ぶかしの禁止

　空ぶかしを禁止することで空ぶかしによる燃料の消費の削減を行う。

4.タイヤ空気圧適正保持

　タイヤの空気圧を保持することで空気圧低下による燃料の消費を防ぐ。

5.不要な荷物を積まない

　不要な荷物を積まないことで燃料の消費量削減を図る。

6.積載オーバーをしない

　過積載による燃料消費量の増加を防ぐ。

7.相乗りを推奨する

　相乗りを推奨することで使用する燃料の量を抑え、消費量の削減を図る。



事業系一般廃棄物量の削減 担当部署：管理部
1.廃棄物の分別の徹底

　どのようなものが廃棄されているか把握し、　リサイクル可能かを考える事で廃棄物の削減を図る。

　また、だれが見ても理解できる分別の表示を行う。

2.コピー用紙裏紙使用
紙をサイズ別に分別。裏紙を利用し、紙の消費量削減を図る。

産業廃棄物量の削減 担当部署：工事部
1.廃棄物の分別の徹底

　マニフェストによる適正処理を行い、許可を受けた産廃処理委託業者に引き渡す。

2.マニフェスト管理の徹底

　各工事現場責任者は、マニフェスト管理票を産業廃棄物引渡し時に交付する。

　各工事現場担当者は、マニフェスト返却状況を、随時確認。

　担当工事竣工検査終了時にマニフェスト管理票を総務部に提出する。

　マニフェスト交付状況報告書を都道府県知事に提出する。

 　各工事現場担当者はマニフェスト伝票の返送が遅れている場合、当該当業者に連絡し

　処理状況を確認。

3.再利用・リサイクルの促進

　各工事現場責任者及び関係者は、日頃より３Ｒに努め、資源の有効利用を促進する。

　３Ｒ優先順位

　①Ｒeduce　(減量)　②Ｒeuse　（再利用）　③Ｒecycle　（再生利用）

水使用量の削減 担当部署：管理部
1.水道水を出し過ぎない

　水道付近に節水促進のシールを張る。

2.止水を確認する

　止水を確認することで水の使用量の増加を防ぐ。

3.洗物はまとめ洗いをする

　まとめ洗いを行うことで、水使用量の削減を図る。

4.地中漏水箇所チェック
　使用量通知にて異常がある場合は早急に専門業者に確認し漏水確認を行う。

5.洗車は必要最低限にする

　洗車の回数を減らすことで水使用量の削減を図る。

グリーン購入の推進 担当部署：管理部
1.グリーン購入品の指定

　販売カタログ等を参考に仕様を確認する。

　対象物品のグリーン商品有無を調べ購入可能な価格であるか等を条件に含め確実に実施する。

2.リサイクルし易い製品の購入

　コスト、性能だけでなく環境配慮を購入の要素とし、リサイクル製品の購入を促進する。



ＯＡ紙購入量の削減 担当部署：管理部
1.コピー用紙の裏面使用

　裏紙を使用することにより、紙の消費量の軽減を図る。

2.使用量削減意識の徹底

　ラベル等を使用し啓発活動を行い、使用量削減の意識を高める。

3.印刷前の枚数、大きさ確認

　印刷前の枚数、大きさを確認することにより印刷ミスを防ぎ、紙の消費を軽減する。

4.ＦＡＸ用紙に裏紙使用

　ＦＡＸ用紙を裏紙で印刷する事で紙の消費の軽減を図る。

5.裏紙保管箱の設置

　裏紙保管箱を設置することにより、裏紙の使用を促進する。

6.極力電子媒体に記録する

　電子媒体への記録を促進することにより、紙の消費量を軽減する。



6.環境経営活動計画の取組結果とその評価

二酸化炭素排出量 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

84,633 ⇒ 71,330
ｋｇ－ＣＯ₂／年 ｋｇ－ＣＯ₂／年

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されている。

電力使用量の削減 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

7,820 ⇒ 7,056
kWh kWh

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されている。

灯油使用量の削減 担当部署：工事部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

770 ⇒ 394
ℓ ℓ

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されている。

ガソリン使用量の削減 担当部署：工事部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

13,694 ⇒ 12,680
ℓ ℓ

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されていない。

軽油使用量の削減 担当部署：工事部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

16,424 ⇒ 12,900
ℓ ℓ

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されている。

1,014減 ◎

3,524減 ◎

13,303減 ◎

764減 ◎

376減 ◎



事業系一般廃棄物量の削減 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

180 ⇒ 63
ｋｇ ｋｇ

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されている。

産業廃棄物量の削減 担当部署：工事部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

330,117 ⇒ 1,797,566
ｋｇ ｋｇ

取組評価

受注工事の内容により増加

水使用量の削減 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

300 ⇒ 376
㎥ ㎥

取組評価

経過観察が必要

OA用紙購入量の削減 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

46,365 ⇒ 57,000
枚 枚

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されていない。

グリーン購入の推進 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

99,761 ⇒ 40,083
円 円

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されていない。

117減 ◎

1,467,449増 ×

76増 △

△

59,678減 △

10,635増



技術力・能力向上 担当部署：工事部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

160 ⇒ 222
ユニット ユニット

取組評価

2023.3.31現在目標は達成されている。

管理体制の整備 担当部署：管理部

取組結果

目標 実績 目標対比 評価

40 ⇒ 58
パーセント パーセント

取組評価

2022.3.31現在目標は達成されている。

62増 ◎

18増 ◎



7.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

二酸化炭素排出量 担当部署：総務部

基準値 目標 目標対比

79,368 ⇒ 78,574
ｋｇ－ＣＯ₂／年 ｋｇ－ＣＯ₂／年

次年度の取組

継続的に啓発活動を行いながら、削減に努める。

電力使用量の削減 担当部署：管理部

基準値 目標 目標対比

16,267 ⇒ 16,105
kWh kWh

・不使用部屋消灯 ・パソコン・プリンタ電源OFF

・エアコンの温度管理 ・フィルターの清掃

・省電力事務機器の導入 ・省エネ電化製品の購入

灯油使用量の削減 担当部署：工事部

基準値 目標 目標対比

636 ⇒ 629
ℓ ℓ

・室温を下げる ・熱を逃がさない対策を行う

・効率性の高い暖房器具の購入 ・ウォームビズの推進

ガソリン使用量の削減 担当部署：工事部

基準値 目標 目標対比

13,552 ⇒ 13,416
ℓ ℓ

気候の変動、工事の受注量、工事内容によって左右されるが、削減に向けて努力する。

・アイドリングストップ ・不要な荷物を積まない

・急発進・急加速の禁止 ・積載オーバーをしない

・空ぶかしの禁止 ・相乗りを推奨する

・タイヤ空気圧適正保持

軽油使用量の削減 担当部署：工事部

基準値 目標 目標対比

14,817 ⇒ 14,656
ℓ ℓ

気候の変動、工事の受注量、工事内容によって左右されるが、削減に向けて努力する。

・アイドリングストップ ・不要な荷物を積まない

・急発進・急加速の禁止 ・積載オーバーをしない

・空ぶかしの禁止 ・相乗りを推奨する

・タイヤ空気圧適正保持

136減

161減

7減

794減

162減



事業系一般廃棄物量の削減 担当部署：管理部

基準値 目標 目標対比

94 ⇒ 93
ｋｇ ｋｇ

・廃棄物の分別の徹底 ・コピー用紙裏紙使用

産業廃棄物量の削減 担当部署：工事部

基準値 目標 目標対比

323,125 ⇒ 319,894
ｋｇ ｋｇ

工事の受注量、工事内容によって左右されるが、削減に向けて努力する。

継続的に啓発活動を行う

・廃棄物の分別の徹底 ・マニフェスト管理の徹底

・再利用、リサイクルの促進

水使用量の削減 担当部署：管理部

基準値 目標 目標対比

282 ⇒ 279
㎥ ㎥

・水道水を出し過ぎない ・地中漏水箇所チェック

・止水を確認する ・洗車は必要最低限にする

・自動水栓の設置

OA用紙購入量の削減 担当部署：管理部

基準値 目標 目標対比

46,667 ⇒ 46,200
枚 枚

・コピー用紙の裏面使用 ・デジタルＦＡＸ導入

・使用量削減意識の徹底 ・裏紙保管箱の設置

・印刷前の枚数、大きさ確認 ・極力電子媒体に記録する

グリーン購入の推進 担当部署：管理部

基準値 目標 目標対比

85,301 ⇒ 85,301
円 円

継続的に啓発活動を行う

・グリーン購入品の指定 ・リサイクルし易い製品の購入

技術力・能力向上 担当部署：工事部

基準値 目標 目標対比

180 ⇒ 180
ユニット ユニット

・CPDSセミナー受講

・資格取得促進 ・「週休２日工事」に取り組む

0増

467減

0増

3,231減

3減

1減



管理体制の整備 担当部署：管理部

利用可能 目標 目標対比

12 ⇒ 12
アプリ アプリ

次年度の取組

・社内情報共有や管理体制の効率化

・パソコン・スマホ利用促進 ・グループウエアの利用促進

0増



１.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

適応法 要求事項
遵守状況の確認
及び評価の結果

廃棄物処理法 委託契約の書面 ○

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律） マニフェストの管理 ○

実績報告書 ○

建設リサイクル法 対象工事における再資源化等計画書、報告書 ○

排出ガス対策型建設機械の
普及促進に関する規定

○

低騒音型・低振動型建設機械の
指定に関する規定

○

道路交通法 道路使用許可申請書 ○

道路法 道路占用許可申請書 ○

道路運送車両法 点検整備記録簿 ○

2.違反、訴訟等

また、関係機関からの指摘、違反、訴訟等は過去３年間ありませんでした。

特定建設作業事業実施届出書

環境法規への違反はありませんでした。
環境関連法規の遵守状況は、４月に環境管理責任者を中心として確認し調べた結果、

8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無



9.代表者による全体評価と見直しの結果

1、 環境経営方針

環境経営方針については変更はない。

２、 環境関連法規等の遵守状況

法規等の遵守評価については問題はない。

３、 環境経営目標の達成状況

今年度の状況を見ながら中長期目標の変更をする必要がある。

４、 環境経営活動計画の実施状況

啓発活動に力を入れていきたい。

５、 環境負荷の自己チェック結果

売上高に比例し、二酸化炭素排出量、化石燃料使用量、産業廃棄物排出量に増減がある。

６、 外部からの苦情等への対応

近隣住民等からの苦情はない。

今後も、周辺地域からの苦情が無いように配慮して作業を行う必要がある。

７、 その他

設備不良による環境負荷が起きないよう、機械器具の点検を行う。

エコアクション２１への取り組みを開始して9年が経ち、環境に対する意識は定着している。

SDGSの活動ともリンクさせながら今後の活動も、目標達成に向けて取り組んでいきたい。

2023年4月24日

代表取締役　伊藤　浩一

全 体 評 価

見 直 し の 結 果


